
 

１　課題の背景 

　　　　　＜ 活動の方向 ＞　　　　　　　
　　　　　 ①にらの生産性向上 
         

   
          

 
            ②担い手の経営管理能力の向上

         
   

         
   

 

２　活動内容（経過） 

 ①にらの生産性向上
 ・３項目の栽培技術（左下表を参照）を提案し、個別巡回・現地研修で技術実践を支援した。

 ・生育調査、収量調査を実施し、技術実践の効果を農業者と共に確認した。
 

 
 ②担い手の経営管理能力の向上

 ・経営上の把握や決算書から財務状況を読み解く定期的な学習会を行った。
 ・法人化の興味に応えるため、担い手主査の支援を受け法人組織についての座学を開催した。

 ・冬期にハウス収支の管理会計実習、機械共同利用組合の財務分析実習を行った。

 
 

 
 

持続可能な地域農業の構築 

              ～　農業を次の世代にバトンタッチ　～                     令和５年度 

                 【 知内町中ノ川地区　６戸 】（地域第３係）            （課題番号８） 

表1 活動内容①

個別巡回 現地研修

定期的に学習会を開催 
(実習形式)

座学(法人組織の基礎) 
写真左：佐藤主査

表2 活動内容②



３　活動成果 

 ①にらの生産性向上
 　溝掘り機施工による排水改善の実施（目標３戸→実績３戸：到達度100%）

 　葉刈りによる倒伏防止策の実施（目標１戸→実績３戸：到達度300%）
 　秋の掃除刈り後の石灰施用（目標３戸→実績３戸：到達度100%）

 

 

 

 
 

 
 

 ②担い手の経営管理能力の向上
 　機械共同利用組合の損益計算書による経営状態把握者数(目標３人→実績３人：到達度100%)

 

 

 

４　今後に向けて 

 ①にらの生産性向上　　　　　　　　　　　　 ②担い手の経営管理能力の向上

 
 

気象に対応した技術を改善して株養成を充実し、にらの生育を向上することができた

経営状態の把握に向けて様々な実習を行い、理解を深めることができた

○溝掘り機はニラ生産組合の現地研修会でも実演 
○対象地区以外の２戸が溝掘り機による明きょ施工を実施 

 　↓
○地域への波及が見られつつある

表3 令和５年の技術改善とにらの生育

表4 経営管理能力の習得表

＜農業者の声＞ 
経営状況の判断ができる

ようになったと思う

＜農業者の声＞ 
効果に期待。掘り上げた土が

作業に影響しないか心配

ニラ生産組合での実演


